




●前年より中国が大幅に落ち込んだが、その落ち込みをアジア等の他地域でカ
バーし、また、マイニング機械売上が増加したことにより、売上高は前年比
14%の増収。 

●営業利益は前年比61％の増益。 

●純利益は、前年の2倍以上。 

 





●中国の落ち込みをアジア大洋州と米州の増加でカバーし、海外売上高
比率は前年と変わらず79％。 

 



●為替の円高影響があるも、原価低減や部品・サービス売上の増加で原
価率は前年同等の73.7％。  

●営業利益率は、前年比1.9ポイント改善。 

 



●インドルピーをはじめとする新興国通貨の円高影響を受け、為替差損
益は前年比△37億円。 

 





●為替影響-53億円のインパクトを、売価改善、資材費低減の合計でオ
フセット。 

●中国の売上減を中心とする構成差-83億円及び間接費増-27億円を売
上増で賄った。 



●売掛債権を中心に総資産合計は、11年度末比546億円の圧縮。 



●前年比で191億円改善し、ポジティブなフリーキャッシュフローを創出
。 



●前回見通しに対して、中国の減少△17千台、インド△1千台と推定し
、世界合計では前回比△17千台の217千台と推定。 

 



●12年度の利益見通しは、ＴＣＭ株式売却による影響額として、概ね、
特別利益100億円を織り込んだ。また、中国における反転時期のずれ込
み、及びインドマーケットの伸び率の減少等を織り込み、売上高合計は
8,200億円。 

●但し営業利益は売価改善、原価低減に努め、前年比31%の増益。 

●為替については、ドル78円 ﾕｰﾛ100円 人民元12.3円 と想定（前
回 ドル78円 ﾕｰﾛ105円 人民元12.5円）。 

●１株当り配当金は、年間40円を予定。 

 



●売上高合計はTCM影響を除くと、前年比107%。 

●海外売上高比率は、対11年で+3ポイントの77％となる見通し。 

●地域別売上では、中国で前年比81%となるも、アジア大洋州を中心とする
その他の地域は堅調に推移する見通し。 

   (日本については、TCM影響を除くと対11年 104%となる。) 

 



●売上増についてはアジア大洋州や米州を中心とした需要増により273
億円、為替は△56億円。 

●売上増を賄う間接費増があるも、売価改善や原価低減による利益増が
あり、経常利益は103億円増の620億円となる見通し。 

 




